
急傾斜地での屋外排水は、管内流速を３m/s以下とする必要がある為、配管の勾配を緩くし
ドロップ桝（段差接合）による自然流下式排水方式が用いられていました。
急傾斜排水システムは、地表面に沿って配管を布設する。耐摩耗性に優れたポリエチレン管と流速を
抑制する減勢工により、管内の流速が３m/sを超える場合でも対応が可能なシステムである。

急傾斜排水システムの特徴

1 . マンホールでの落差が無くなり、配管の埋設深さを浅くすることが可能。
2 . ドロップ桝（段差接合）によるマンホール数の増加を抑制。（マンホール間は100m毎で可）
3 . 急傾斜による配管施工が可能な為、管路長を大幅に短縮出来る。
4 . 専用のポリエチレン管は、塩ビ管に対して耐摩耗性は２倍以上。
5 . 従来工法に比べ施工が早く、工期短縮が可能。
6 . 上記の特徴により、コストの削減が出来る。

   

急 傾 斜 排 水 シ ス テ ム

No.036 □ 機器 □ 給水 □ 給湯 ■ 排水
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従来方式による配管 急傾斜排水方式による配管

従来方式による配管ルート 急傾斜排水方式による配管ルート



減勢工の特徴

1 . 高速で流下する汚水を３m/s以下の流速に抑制できる。
2 . 高速で流下する汚水に対して、耐摩耗性及び耐久性に優れる。
3 . 減勢工の設置が容易である。
4 . 外力に十分耐える構造である。

「積水化学工業」の技術資料より抜粋しています。

参考URL https://www.eslontimes.com/system/items-view/264/

採用する際は、所轄の下水道局に事前確認が必要です。
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減勢ブロック
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減勢槽

■減勢マンホール

■減勢のしくみ


